
総 代 会 事 前 懇 談 会総 代 会 事 前 懇 談 会
（ 学 生 委 員 会 ）（ 学 生 委 員 会 ）

　 実 出 席 で の 開 催 は 3 年 ぶ り で し た が 総 代 か ら 生 協 に 対 す る 意 見 や 要 望 な ど 、

思 っ て い る こ と を 直 接 聞 き 交 流 で き る の は と て も 大 切 な 時 間 だ と 再 認 識 し ま

し た 。

　 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 大 で 学 事 日 程 や 学 生 の 生 活 に も 影 響 が で ま し

た 。 2 0 2 2   年 度 も 、 引 き 続 き 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 大 防 止 を 最 優 先 に 、

大 学 と 継 続 し て 協 力 し な が ら 学 生 の 生 活 支 援 に 努 め ま す 。

　 総 代 の 活 動 や 総 代 会 に 関 す る 情 報 を 発 信 し 、 ク イ ズ を 通 し て 総 代 と 生

協 の 知 識 や 総 代 会 で 行 う 内 容 に つ い て の 理 解 を 深 め ま し た 。

　 ま た 「 環 境 問 題 」 を テ ー マ に 、 環 境 に 関 す る 現 状 出 し や 生 協 で で き る

改 善 策 、 意 見 出 し を 行 い ま し た 。

　 今 回 、 初 の 総 代 の 集 ま り と い う こ と も あ り 、 1   年 生 総 代 は 最 初 緊 張 し

て い る 様 子 で し た が 、 上 級 生 総 代 か ら の 積 極 的 な 意 見 や 議 論 の 進 行 に よ

り 、 活 発 な 話 し 合 い が 行 わ れ て い ま し た 。

生 協 学 生 委 員 会 　 理 工 学 部   3   年 　 佐 田 輝

第 6 1 回    通 常 総 代 会    開 催 報 告第第第第第 66666 11111 回回回回回 通 常 総 代通 常 総 代通 常 総 代通 常 総 代通 常 総 代 会会会会会 開 催 報開 催 報開 催 報開 催 報開 催 報 告告告告告第 6 1 回    通 常 総 代 会    開 催 報 告

総 代 総 数 　 1 5 3   名 、 実 出 席 　 6 0   名 、 委 任 出 席 　 0   名 、 書 面 出 席 　 6 7   名

総 代 数 過 半 数 が 出 席 と な り 成 立 し ま し た 。

第 一 号 議 案 　 2 0 2 1   年 度 活 動 報 告 書 ・ 事 業 報 告 書 及 び 決 算 関 係 書 類 等 承 認 の 件

第 二 号 議 案 　 2 0 2 2   年 度 活 動 方 針 及 び 予 算 決 定 の 件

第 三 号 議 案 　 定 款 改 定 の 件

第 四 号 議 案 　 日 本 コ ー プ 共 済 生 活 協 同 組 合 へ の 加 入 の 件

第 五 号 議 案 　 監 事 監 査 規 則 一 部 改 訂 の 件

第 六 号 議 事 　 役 員 報 酬 限 度 額 決 定 の 件

第 七 号 議 案 　 議 案 決 議 効 力 発 生 の 件

第 一 号 ～ 第 七 号 議 案 　 す べ て 可 決 承 認 さ れ ま し た 。

役 員 改 選 　 信 任 投 票 の 結 果 、 全 員 が 信 任 さ れ ま し た 。

「 生 協 へ の 意 見 ・ 要 望 」 「 組 合 員 活 動 の 時 間 」 で 出 た 意 見 ・ 要 望 へ の 回 答 は

次 号 掲 載 予 定 で す 。

開 催 日 ： 5   月   1 1   日 （ 水 ） ・ 1 2   日 （ 木 ） 　 1 9 ： 0 0 ～ 2 0 ： 3 0

場 　 所 ： 食 堂   H o r e s t   内 　   学 生 総 代 参 加 者 数 ： 計   5 8   名

開 催 目 的開 催 目 的

①  総 代 同 士 で 顔 合 わ せ を し て 、 交 流 し て も ら う 。

②  総 代 の 活 動 や 総 代 会 に つ い て の 説 明 を 行 い 、

そ の 知 識 や 内 容 に つ い て 知 っ て も ら う 。

【 参 加 者 感 想 】
● 総 代 会 で 自 分 か ら 意 見 を 出 せ る よ う に 頑 張 り た い 。
　 こ れ か ら 総 代 と し て 生 協 へ 意 見 を 届 け ら れ る よ う 頑 張 り た い 。
　 （ 1   年 生 総 代 ）
● 新 し く  1   年 生 総 代 と 交 流 す る こ と が で き て 楽 し か っ た 。 （ 上 級 生 総 代 ）
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弘 前 大 学 生 活 協 同 組 合 の ホ ー ム ペ ー ジ は 、「 弘 前 大 学 生 協 」 で 検 索 ！

1 ヶ 月 に １ 回 発 行 。 弘 前 大 学 生 協 の 活 動 を お 知 ら せ い た し ま す 。
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詳 し く は 弘 大 生 協 ホ ー ム ペ ー ジ ・ 理 事 会 の 議 事 録 ・ 発 言 録 を ご 覧 く だ さ い 。詳 し く は 弘 大 生 協 ホ ー ム ペ ー ジ ・ 理 事 会 の 議 事 録 ・ 発 言 録 を ご 覧 く だ さ い 。

第 １ 号 議 案 　 役 員 報 酬 決 定 の 件 に つ い て

議 決 事 項

　 全 会 一 致 で 可 決 承 認 さ れ ま し た 。

第 １ 号 議 案 　 役 員 の 互 選 に つ い て

議 決 事 項

第 ２ 号 議 案 　 2 0 2 2   年 度 役 員 報 酬 に つ い て

　 全 会 一 致 で 可 決 承 認 さ れ ま し た 。

2 0 2 1   年 度 第 1 1 回   理 事 会 報 告2 0 2 1   年 度 第 1 1 回   理 事 会 報 告

5 月 1 9 日 開 催

2 0 2 2   年 度 第 1 回   理 事 会 報 告2 0 2 2   年 度 第 1 回   理 事 会 報 告

5 月 2 0 日 開 催

次 回 は 6   月  2 3   日 （ 木 ） 予 定

＊ 太 字 が 新 役 員2 0 2 2   年 度 役 員

理   事   長    山 田 　 史 生  教 育 学 部

副 理 事 長    石 塚 　 哉 史  農 学 生 命 科 学 部

専 務 理 事    上 遠 野 　 泰  生 協 職 員

常 務 理 事    一 條 　 健 司  理 工 学 研 究 科

常 務 理 事    北 澤 　 祐 人  理 工 学 部   3   年

常 務 理 事    髙 橋 　 槙 公  理 工 学 部   4   年

常 務 理 事    東 藤 　 多 輝  理 工 学 部   3   年

常 務 理 事    松 本 　 あ み    農 学 生 命 科 学 部  3   年

常 務 理 事    松 本 　 雄 大  理 工 学 研 究 科 1 年

理 　 　 事    小 村 　 　 晃  生 協 職 員

理 　 　 事    小 枝 　 周 平  保 健 学 研 究 科

理 　 　 事    近 藤 　 　 史  人 文 社 会 科 学 部

理 　 　 事    島 田 　 　 透  教 育 学 部

理 　 　 事    鈴 木 　 愛 理  教 育 学 部

理 　 　 事    陳 　 　 暁 帥  理 工 学 研 究 科

理 　 　 事    永 瀬 　 範 明  理 工 学 研 究 科

理 　 　 事    成 田 　 拓 未  農 学 生 命 科 学 部

理 　 　 事    本 多 　 和 茂  農 学 生 命 科 学 部

理 　 　 事    森 田 　 直 文 医 学 研 究 科 学 務 グ ル ー プ

理 　 　 事    浅 田 　 晴 大    医 学 部 保 健 学 科  3   年

理 　 　 事    大 澤 　 孝 誠    医 学 部 医 科 学 科  2   年

理 　 　 事    小 野 夏 七 斗  理 工 学 部   2   年

理 　 　 事    小 原 　 桃 々    農 学 生 命 科 学 部  4   年

理 　 　 事    坂 本 　 真 樹  理 工 学 部   2   年

理 　 　 事    柴 田 　 　 絢  理 工 学 部   3   年

理 　 　 事    谷 本 　 茜 理  理 工 学 部   2   年

理 　 　 事    成 田 　 茉 広  教 育 学 部   3   年

理 　 　 事    藤 野 　 勇 斗    農 学 生 命 科 学 部  3   年

理 　 　 事    山 口 　 結 愛    人 文 社 会 科 学 部  2   年

特 定 監 事    加 藤 　 惠 吉  人 文 社 会 科 学 部

監 　 　 事    黒 石 　 瑠 加    人 文 社 会 科 学 部  3   年

監 　 　 事    佐 藤 　 日 向    人 文 社 会 科 学 部  2   年

監 　 　 事    髙 橋 　 大 翔    人 文 社 会 科 学 部  3   年

監 　 　 事    田 嶋 　 　 萌    人 文 社 会 科 学 部  2   年

監 　 　 事    三 上 　 　 徹  学 務 部 学 生 課

挨 拶 を す る   S H A R E A   店 　 片 岡挨 拶 を す る   S H A R E A   店 　 片 岡
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　 り ん ご の 新 た な 用 途 の 提 供 を す る と い う 目 標 を 立 て 、 り ん ご

ピ ー セ ス を 使 用 し た メ ニ ュ ー の 開 発 を 行 い ま し た 。

　 木 村 食 品 工 業 、 藤 崎 農 場 、 大 学 生 協 食 堂 の 見 学 に 行 き 、 り ん

ご ピ ー セ ス や 、 食 堂 で の 調 理 の 過 程 に つ い て 学 び ま し た 。 そ こ か ら 、 3 0   以 上 の

メ ニ ュ ー 案 を 出 し 、 実 際 に 提 供 で き そ う な も の は ど れ な の か 、 話 し 合 い や 試 作 を

経 て ４ 種 類 に 絞 り ま し た 。

　 担 当 の 先 生 方 や   1 0   名 程 度 の 学 生 に 協 力 し て も ら い 試 食 会 を 開 催 。 そ こ で 意 見

を 頂 き 、 ア ン ケ ー ト 結 果 か ら ト リ チ リ と い う 料 理 が 選 ば れ 、 様  々 な 意 見 の も と 改

良 を 重 ね た 結 果 、 「 ト リ チ 林 檎 丼 」 が 完 成 し 今 回 の 大 学 生 協 食 堂 で の 提 供 と な り

ま し た 。 （ 実 習 生 ）

ト リ チ 林 檎 丼ト リ チ 林 檎 丼
提 供 日 ： 5   月   1 7   日 （ 火 ） ～ 1 9   日 （ 木 ） 　 提 供 数 ： 計   1, 6 3 5   食

【 職 員 人 事 】 小 川 　 貴 弘 　 6   月   1   日 付 で   S H A R E A   副 店 長 か ら 食 堂   H or e s t   副 店 長

長 谷 川 直 紀 　 6   月   1   日 付 で   S H A R E A   店 か ら   S u mi c a   店 へ

名 前 ： 片 岡 　 洋 介 　

出 身 ： （ 生 ま れ は ） 五 所 川 原 市 、 （ 育 ち は ） 青 森 県 内 各 地

　 　 　 弘 前 大 学 理 工 学 部 　 地 域 環 境 学 科 ・ 理 工 学 研 究 科 　 を 卒 業

好 き な こ と ： ス ポ ー ツ （ ス キ ー 、 筋 ト レ 等 ） 、 B B Q ！

　 　 　 　 　 　 大 学 で は ス キ ー 部 で し た 。 弘 大 生 協 ス キ ー 部 作 り た い で す ！

　 1 3   年 ぶ り に 弘 前 大 学 へ 帰 っ て き ま し た 。 今 は ま だ 覚 え る こ と が た く さ ん な の で 早

く 一 人 前 に な れ る よ う に 頑 張 り ま す 。

職 員 紹 介
か た お か   よ う す け

　 「 ト リ チ 林 檎 丼 」 は 弘 前 大 学 地 域 特 定 プ ロ ジ ェ ク ト 志 向 専

門 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム で 「 冷 凍 り ん ご ピ ー セ ス を 活 用 し 、 り

ん ご の 新 た な 可 能 性 に 挑 戦 」 を テ ー マ に イ ン タ ー ン シ ッ プ を

行 い 、 学 生   4   名 が 開 発 、 試 作 、 提 供 に 関 わ っ て 生 ま れ た 商 品

を 食 堂   H or e s t   で 提 供 し ま し た 。

　 弘 大 で 末 長 く 愛 さ れ る 商 品 を 目 指 し て 、 取 組 を 行 い ま し た 。

職 員 紹 介

【 感 想 】

● 複 数 人 で 一 つ の 目 標 を 立 て 、 課 題 を 挙 げ 、 試 行 錯 誤 を 重 ね て 、 そ の 成 果 と し て か た ち に な る も の を 作 り 上 げ た と い う こ の 経 験 は 、 と て

も 貴 重 な も の だ と 感 じ て い ま す 。

　 ト リ チ 林 檎 丼 開 発 の そ の 過 程 の 中 で 、 互 い の 意 見 を 伝 え る こ と 、 受 け 入 れ る こ と 、 そ し て ま と め る こ と の 重 要 性 や 、 目 的 に 立 ち 返 る こ

と の 大 切 さ に 改 め て 気 づ か さ れ ま し た 。 （ 前 田 　 美 聖 ）

● こ の プ ロ グ ラ ム に 参 加 す る こ と で 1 次 2 次 3 次 産 業 の 現 場 を 見 学 し 、 そ れ ぞ れ の 役 割 や 苦 労 、 仕 組 み を 学 ぶ こ と が で き ま し た 。 大 学 で

学 ん で い た 知 識 を 広 げ る こ と が で き た と 感 じ て い ま す 。

　 実 際 に 商 品 を 開 発 す る こ と は と て も 難 し い も の で し た が 大 学 生 協 の 皆 様 の ご 指 導 の お か げ で り ん ご の 新 し い 可 能 性 を 持 つ 商 品 を 開 発 、

販 売 す る こ と が で き ま し た 。 今 後 は 販 売 結 果 か ら 良 い 点 、 反 省 点 を 考 え 、 最 後 ま で 気 を 抜 か ず に 自 分 の 役 割 を や り 遂 げ た い で す 。

（ 下 山 　 友 佳 ）

食 堂 で の 提 供 の 様 子

試 食 会 の 様 子
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学 生 総 合 共 済 か ら の お 知 ら せ

　 S c or u m （ ス コ ー ラ ム ） の 朝 食 ポ イ ン ト カ ー ド 、 1 0   個 貯 ま る と   2 5 0   円 分 の

お 食 事 券 に な り ま す 。 朝 ご は ん は 定 食 （ 丼 ） ・ 茶 漬 け ・ パ ン セ ッ ト ・ カ レ ー の

ラ イ ン ナ ッ プ 。 パ ン 好 き の 私 は パ ン セ ッ ト が 定 番 で す が 、 夏 メ ニ ュ ー で 「 カ ペ

茶 漬 け （ カ ー ペ ン タ ー 先 生 が 考 案 ・ 鶏 肉 を ゴ マ で 和 え た 中 華 風 茶 漬 け ） 」 が 始

ま り 、 パ ン に し よ う か 、 茶 漬 け に し よ う か … 幸 せ な 悩 み で す 。 　

　 ピ ー ク 時 以 外 は 「 ご ゆ っ く り お 過 ご し く だ さ い 」 と 一 言 添 え て く れ ま す 。 味

は も ち ろ ん で す が 、 過 ご し や す い 空 間 作 り も 「 利 用 し や す い 店 舗 」 の 条 件 で す ね 。

（ S HI M O ）

編 集 後 記編 集 後 記

＊ 借 家 人 賠 償 は 2 0 1 8 年 度 ま で に 学 生 総 合 共 済 （ 火 災 共 済 ） に 加 入

し た 方 の 保 障 と な り ま す 。

＊ 火 災 共 済 は 2 0 1 9 年 3 月 3 1 日 を も っ て 新 規 募 集 を 終 了 し ま し た 。

5 月 の 給 付 状 況 給 付 事 例 よ り

給 付 金 額

9, 0 3 6, 1 6 7   円

給 付 事 例 よ り

■ ス ポ ー ツ 事 故

　 人 文 社 会 科 学 部 2   年

　 バ レ ー ボ ー ル の 試 合 中 、 ジ ャ ン プ を し て 着 地 し た

際 に 左 前 十 字 靭 帯 断 裂 、 左 足 半 月 板 損 傷 。

　 入 院 1 3   日 　 手 術 1   回 　 通 院 1 4   日 　

　 特 定 傷 害 固 定 具 保 障 　 共 済 金 2 2 8 , 0 0 0   円

■ 病 気

　 教 育 学 部 4   年

　 親 知 ら ず の 抜 歯 で 入 院 し た 。

　 入 院 2   日 　 共 済 金 2 0 , 0 0 0   円

病 気 入 院 9   件
病 気 手 術 4   件
事 故 入 院    2 1   件
事 故 手 術 1   件
事 故 通 院 ・ 固 定 具 使 用   1 4 件
こ こ ろ の 早 期 対 応    1   件
後 遺 障 が い    1   件
本 人 死 亡   1   件
父 母 扶 養 者 死 亡    8   件
借 家 人 賠 償    1   件

　 　 　 計    6 1   件

　 ま な た び 講 座 は こ れ ま で で 、 6 0 0   名 を 超 え る 学 生 が 修 了 し て い ま す 。

　 今 年 は 、 音 楽 座 ミ ュ ー ジ カ ル に よ る 、「 自 分 の 殻 を や ぶ る 」 体 験 か ら ス タ ー ト し 、 社 会 人 と し て の 着 こ な し や マ ナ ー の 講 習 、

社 会 人 イ ン タ ビ ュ ー 、 企 業 プ ロ ジ ェ ク ト の 実 施 を 予 定 し て い ま す 。

S H A R E A   店 長 　 芹 田 美 穂 子

　 学 び と 体 験 ・ 出 発 （ た び だ ち ） 講 座 （ 以 下 、 ま な た び 講 座 ） は 、

2 0 1 8   年 に ス タ ー ト し た 新 入 生 向 け の 体 験 型 講 座 で す 。

　 社 会 に 出 る 前 に チ ー ム や 社 会 人 と の 関 わ り か ら 、 経 験 や 体 験 を

積 む こ と で 、 「 自 分 ら し さ 」 「 自 分 の 強 み や 弱 み 」 を 再 確 認 し 、 自

信 を も っ て 次 の ス テ ッ プ （ 2   年 生 以 降 の 大 学 生 活 や 、 社 会 ） に 進

ん で ほ し い と い う 思 い か ら 作 ら れ ま し た 。

学 び と 体 験 ・ 出 発 講 座 　 ス タ ー ト

※ 4   月 分 は 弘 前 大 学 生 協 ホ ー ム ペ ー ジ に 記 載 し ま す 。

「 ス ー ツ 着 こ な
し 講 座 」 の 様 子 。

2 0 2 2   年 度 の ま
な た び ス タ ッ フ
は  4 3   名 。 受   講
生 を サ ポ ー ト し
て い ま す 。

「 音 楽 座 ミ ュ ー ジ カ ル 」 の 様 子 。
「 １ 年 生 」 の う ち に 経 験 /   体 験 を す る こ と が 、 そ の 後 の
大 学 生 活 で の 経 験 の 機 会 、 選 択 の 幅 に つ な が り ま す 。
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